
＜平成 25 年 6 月 第 4 回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

大きな４件目、災害時のペット同行避難についてであります。 

先日、ＮＨＫニュースを見ていたところ、災害発生時に飼い主とペットがとも

に避難できるよう、各自治体に保護計画をつくるように求める指針案を環境省

が作成中で、今月中にも指針を取りまとめ、各都道府県に通知するとのニュー

スが流れておりました。これは東日本大震災により多くのペットが被災地に取

り残された事例を受けてのことで、指針案では、各自治体にペットとともに避

難できるように事前に保護計画をつくるよう求めており、これによりますと、

原則として飼い主とペットは一緒に避難することを目指すとしております。こ

のことにつきましては、現時点でも賛否両論があり、最終的な指針を待つこと

になるかと思います。しかし、立川市の防災計画の中におきましても、動物保

護についての位置づけはしっかりとされており、準備態勢を整えていく必要が

あるかと考えます。 

昨年、立川市でも獣医師会との協定も結び終わりました。動物の同行避難訓練

も行っていく方向になっていたと思いますが、この実施に向けての現在の進捗

状況についてお伺いいたします。 

 

◎市民生活部長（小林健司君） 

それから、災害時のペット同行の件でございます。 

議員、御紹介のとおり、環境省がガイドラインの概要をまとめまして、配付し

ていくということで報道してございます。しかしながら、この報道の内容につ

きましては、詳細はまだ東京都を通じて私どものほうに正式な通知として届い

てございません。今後、そのような内容も踏まえまして、私ども、地域防災計

画において東京都や獣医師会等と連携を図り、災害時の飼育動物の保護及び避

難した飼育動物に関し適切な措置を講じるとしておりますので、今後も国・東

京都、それから他市の動向を注視しながら検討、それから協議を行っていきた

いというふうに考えているところでございます。 

 



◆４番（山本みちよ君） 

最後に、災害時のペットの同行避難ということでございます。 

これは、先ほど、これからまた指針が出てくるということですけれども、これ

は、内容的には、まず自治体が一方的に負担するだけではなくて、ペットの飼

い主に対しても、ペットとともに避難できる準備や避難所での他人との、また

ほかのペットとの生活、それができるようにしっかりしつけを求める、こうし

た内容を盛り込むことというふうになっているようであります。避難所には、

当然、動物が苦手な方もいらっしゃるわけで、共生していく、共存していくと

いうことには、この飼い主さんの意識が、そこに来るまでの間、どういった飼

い方をしたかという意識向上が、もうこれは不可欠であると、このように思う

ところであります。 

立川市では、既にＮＰＯの方と一緒に、飼い主さんに向けての講演会、私も一

緒に参加させていただきましたが、こうしたことも積極的にされていることは

認識をしております。 

日野市では、かなり動物の同行避難訓練も既に行っておりますし、さらに、愛

犬手帳といいまして、ペットに対する手帳も発行しているそうであります。こ

れには、避難所に同行する際のしつけや予防接種などの情報、そういったもの

も書かれているといったもののようでございますが、そういったものを使うな

り、また違う手だてでもいいかと思いますが、こうした飼い主さんの意識を高

めていく、このことを育成していくということが非常に求められると思います

が、この点についてのお考えをお聞かせください。 

 

◎市民生活部長（小林健司君） 

ペットの件でございますが、こちらにつきましては、先ほども申し上げました

とおり、防災計画の中で獣医師会等とも連携を図りながら、検討、協議を進め

ていきたいというふうに考えておるところでございます。 

これまでの議論の中でも、避難訓練に同行したらどうかとか、さまざま出てお

りますが、今御紹介いただきましたように、その前に、例えば飼い主さんの意

識向上を図るための手だてが何かないかとか、総合的にペットについても非常

に重要な部分であるとは考えておりますので、もちろん人間は一番大事ですけ



れども、ペットについても何らかの形の方策をとらざるを得ないということは

重々承知してございますので、その方策として、まずどういったところから手

をつけていったらいいのかということを検討していきたいというふうに考えて

おるところでございます。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

それでは、またペットも大切な家族の一員という方もいらっしゃいますし、苦

手な方もいらっしゃいますし、さまざまな方がいらっしゃる中でありますけれ

ども、生きとし生けるもの、全ての命、大事でございますので、再考できる準

備は全てやっていく、そのような体制で災害の対策にもぜひ御尽力いただけれ

ばと思います。 


